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る望遠鏡であ

的な損害を受

、麻布の東京

ったため破壊

（大正 13 年

ェ子午環が活

写真が残って

     

環室は写真

望遠鏡の入っ

い。なぜか子

型の屋根が東

交代で眼視観

には光電マイ

子午環の建物

度的にも強い

ある。子午環

あるから、望

受けたが、ゴ

京天文台の敷

壊をまぬがれ

年）5月 9日

活躍を始めた

ている(写真

   写真

1 のように

った建物を

子午環の建物

東西に開くよ

観測をしてい

クロメータ

物も、やはり

いことによる

環、子午儀と

望遠鏡は南北

ゴーチェ子午

敷地が狭く、

れ、三鷹に移

に竣工してい

たのはなんと

2)。 

真 2 観測の

かまぼこ型

ドームと呼ぶ

物はかまぼこ

ようになって

いたからその

ーを持った計

りかまぼこ型

る。屋根が東

という望遠鏡

北に回転する

午環は無事で

この望遠鏡

移転した。三鷹

いる。床面積

と 1930 年（昭

の様子 

をした建物で

ぶ。子午環、

こ型をしてい

ていることが

の個人差のた

計算機制御の

型をしていた

東西に開くか

鏡は子午線上

るのみである

であった。190

鏡が展開でき

鷹のゴーチェ

積は 129 平米

昭和 5 年）頃

である。天文

子午儀の建

いるが、子午

が多い。ゴー

ために精度が

の自動光電子

た。理由は半

かまぼこ型の

上を通過する

る。子午環、

04 年(明治 3

きず、19 年を

ェ子午環室は

米である。 

頃であった。

 

文台関係者は

建物は屋根の

午儀の建物は

ーチェ子午環

が限られてい

子午環に役目

半円形のアー

の観測施設は

る天体の時刻

子午儀は天

37 年)

を経て

は（写

当時

は屋根

の扉は

はごく

環は観

いた。

目を譲

ーチ構

は子午

刻を観

天文学



の基幹

望遠鏡

南北

る検証

東京

  

平面

  

 

地中深

がな

構造が

造の図

幹望遠鏡であ

鏡が真北、天

を正確に向

証のために望

京帝国大学施

  

     

面図（写真

     

ゴーチェ子午

深くから立ち

されている。

が見られ、そ

図が写真 6で

あり、天体の

天頂、真南の

くことの検証

望遠鏡の真下

施設部による

     

4）などの他

 写真 4 

午環室に限る

ち上げてあり

。ゴーチェ子

それらがまる

である。写真

の位置を正確

の子午線上を

証には視準望

下の水銀版が

る子午環室の

     

他、扉開閉機

     

ることではな

り、その周囲

子午環室の地

るで砂のプー

真 6の左右の

確に求めるた

を観測できる

望遠鏡として

が置かれてい

の設計図が残

写真 3 

機構の図（写

 

     

ないが、望遠

囲には砂が敷

地下は望遠鏡

ールにあるよ

の大きなコン

ためのもので

るための工夫

てコリメータ

いる。 

残されている

写真 5）等多数

     

遠鏡のピア（

敷かれ建物か

鏡の架台の裸

ようにも見え

ンクリートの

である。した

夫がしてある

タが置かれ、

る(写真 3)。 

数の図面が残

写真 5 

（コンクリー

からの振動が

裸のコンクリ

える。コンク

の柱は、南北

たがって建物

る。望遠鏡本

天頂を観測

 

残されている

ート製の架台

が伝わらない

ートの大き

リートの梁

北のコリメー

物にも

本体が

測でき

る。 

 

）は

工夫

な梁

の構

タの



ピアで

  

この

 

これ

れば幸

である。中央

     

のように外見

れらアーカイ

幸いです。中

央の背の低い

     

見からは伺い

イブ新聞の記

中桐のメール

い柱が望遠鏡

写真 6 地

い知れない構

記事にお気づ

ルアドレスは

鏡本体の東西

地下の構造が

構造が隠れて

づきのことが

は、arcnaoj@

西のピアであ

が分かる写真

ており、非常

があれば、編

@pub.mtk.na

ある。

常に興味深い

編集者中桐に

ao.ac.jp 

い。 

にご連絡いた

 

ただけ


